
平成２６年度当初予算案

主要事項説明資料

農 林 水 産 部



農　林　水　産　部

1 京力農業・農村総合対策事業費 各課

2 農業経営支援事業費 担い手支援課

3 健康京野菜研究開発事業費 研究普及ブランド課

4 ブランド京野菜需要開拓事業費

食の安心・安全推進課、

研究普及ブランド課

5 中核新規就農者倍増事業費 担い手支援課

6 農業経営実践型学舎づくり事業費 担い手支援課

7 きょうと「食の安心・安全」確保事業費 食の安心・安全推進課

8 丹後・食の王国構想セカンドステージ推進事業費 農村振興課

9 京都モデルファーム推進事業費 担い手支援課

10 農業者経営復興特別支援事業費 担い手支援課

11 春の農林水産業祭開催事業費 研究普及ブランド課

12 宇治茶世界文化遺産登録推進戦略事業費 農政課、農産課

13 家畜防疫対策推進事業費 畜産課

14 担い手農地活用加速化事業費 担い手支援課

15 森林・林業経営イノベーション事業費 林務課

16 京都モデルフォレスト推進事業費 モデルフォレスト推進課

17 野生鳥獣被害総合対策事業費 森林保全課

18 森林の恵みを届ける京の森整備事業費 各課

19 府内産木材利用拡大戦略事業費 共通

20 緑の公共事業費　　　　　　　　　　 共通

21 農林水産業基盤整備事業費 共通

主 要 事 項 説 明 資 料 目 次
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農林水産－１

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

京 力農業京 力農業京 力農業京 力農業・・・・農村総合対策事業費農村総合対策事業費農村総合対策事業費農村総合対策事業費

きょうきょうきょうきょう りょくりょくりょくりょく

予 算 額 １，６３５，２８２千円 新規・継続の別 一部新規

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

担い手の減少・高齢化等に的確に対応し、力強い京都農業づくりと持

続可能な農山漁村づくりを展開するため、農業法人等を核とした農業経

営構造への転換や地域資源を活かした農山漁村ビジネスの創出等を総合

的に推進

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

農 村 振 興 課 地域活性化担当

課・担当

０７５－４１４－４９０６

担当課名 担い手支援課 農業ビジネス担当

電話番号

０７５－４１４－４９０８

農 産 課 京の米・豆・保険担当 ０７５－４１４－４９５３

（単位：千円）

区分 予 算 額 事　　業　　の　　概　　要

185,000

核となる農業法人等が、農地集積や契約栽培等により、中核的

な担い手が不足する集落を牽引する農業経営構造へ転換

需要対応生産加速化対策需要対応生産加速化対策需要対応生産加速化対策需要対応生産加速化対策

148,800

市場・消費者ニーズに対応可能な生産量確保を図るため、生産

拡大や安定出荷に必要な施設整備等を支援するとともに、普及

センターによる技術指導等伴走支援を実施

35,000 酒米の安定供給に必要な施設整備等を支援

361,690

地域ぐるみで農地や農業用水等の保全を図る共同活動や施設

の長寿命化を図る向上活動を支援

523,442

中山間地域等における農業生産活動及び多面的機能を増進す

る活動を支援

73,500

収入維持・確保による農業生産活動の継続を図るため、実需者

からの要望のある品目や新たな「地産地商」品目などの導入を

支援

8,000

有機農業をはじめとする地球温暖化防止等に効果の高い営農

活動を支援

42,000

地域住民自らが描く村の将来像の実現に向け、地域資源を活か

した村オリジナルの農村ビジネスや村づくりを支援

50,250

都市部からの移住希望者受入を促進するため、市町村が行う移

住者確保のための空き家を活用した定住住宅の整備等を支援

207,600

後継者不足や農林地の荒廃など厳しい状況にある農山村地域

において、緊急的かつ総合的な里の人づくり・基礎づくりを展開

事　　　　　　項

農

業

生

産

を

支

え

る

京力農場づくり事業費

農と環境を守る地域協

働活動支援事業費

中山間地域特産物生産

応援事業費

中山間地域等直接支払

事業費

京野菜等生産加速化事

業費

酒米生産加速化事業費

ブランド生産振興事業費

（有機農業・環境調和型

農業支援事業費）

担い手経営基盤強化対策担い手経営基盤強化対策担い手経営基盤強化対策担い手経営基盤強化対策

農業生産維持対策農業生産維持対策農業生産維持対策農業生産維持対策

明日のむら人移住促進

事業費

明日の「京都村」づくり

事業費

合　　　計 1,635,282

集

落

機

能

を

支

え

る

共に育む「命の里」新展

開事業費

集落機能維持・向上対策集落機能維持・向上対策集落機能維持・向上対策集落機能維持・向上対策



農林水産－１－１

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

京力農業・農村総合対策事業費

京 力農場京 力農場京 力農場京 力農場 づくりづくりづくりづくり 事業費事業費事業費事業費

予 算 額 １８５，０００千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

集落営農組織等の法人化、経営多角化や６次産業化などの取組を支援し、農

作業受託や農地集積、契約栽培等を推進することで、集落営農組織等が核とな

り、中核的な担い手が不足する集落を牽引する力強い農業経営構造への転換を

図る。

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

事業内容 (１)(１)(１)(１) 集落営農発展型農場集落営農発展型農場集落営農発展型農場集落営農発展型農場づくりづくりづくりづくり事業事業事業事業

法人化や経営多角化、農地集積や高収益型作物の新規導入の推進等、集

目 的 落営農組織等の経営基盤強化に必要な取組を支援

対 象 ①①①① 農地集積型農地集積型農地集積型農地集積型

方法等 ※ 要件：中核的担い手が不足する集落から新たに農地を５ha以上集積、

高収益型作物の生産及び販売又は加工 等

②②②② 京野菜生産拡大型京野菜生産拡大型京野菜生産拡大型京野菜生産拡大型（（（（追加追加追加追加））））

※ 要件：需要が高い京野菜を新たに30ａ以上生産、

生産と出荷調整の分業化体制の確立 等

(２)(２)(２)(２) 企業的農業経営体企業的農業経営体企業的農業経営体企業的農業経営体づくりづくりづくりづくり事業事業事業事業

①①①① 農業経営体育成事業農業経営体育成事業農業経営体育成事業農業経営体育成事業

６次産業化による農業経営体の経営強化を、ビジネスプランの作成・ブ

ラッシュアップや施設・機械整備助成により支援

②②②② 食品関連企業参入促進事業食品関連企業参入促進事業食品関連企業参入促進事業食品関連企業参入促進事業

契約栽培などを通じた地域の担い手を確保・育成するため、食品関連企

業が実施する農産物処理加工施設の整備を支援

※ 要件：府内産農産物の５割以上取扱い

担当課名

担い手支援課 農業ビジネス担当

課・担当 電話番号

０７５－４１４－４９０８

農 産 課 京野菜振興担当 ０７５－４１４－４９４４



農林水産－１－２

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

京力農業・農村総合対策事業費

京野菜等生産加速化事業費京野菜等生産加速化事業費京野菜等生産加速化事業費京野菜等生産加速化事業費

予 算 額 １４８，８００千円 新規・継続の別 新 規

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

市場・消費者ニーズに対応可能な生産量確保を図るため、生産拡大や安定出

荷に必要な施設整備等を支援するとともに、普及センターによる技術指導等の

伴走支援を実施

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

(１)(１)(１)(１) 京野菜生産加速化事業費京野菜生産加速化事業費京野菜生産加速化事業費京野菜生産加速化事業費 １３７１３７１３７１３７，，，，００００００００００００千円千円千円千円

事業内容 ① パイプハウスパイプハウスパイプハウスパイプハウス等整備促進事業等整備促進事業等整備促進事業等整備促進事業

出荷の回転数を上げることや出荷時期の調整が可能なパイプハウス等の

目 的 整備を支援

対 象

方法等 補助 対象 者 ３戸以上の農業者で組織する団体 等

補助対象経費 パイプハウスの新設経費及び再利用ハウスの移設経費 等

補 助 要 件 導入するパイプハウスの面積が一定規模以上であること 等

補 助 率 １／２以内

② 京野菜生産加速化支援活動事業京野菜生産加速化支援活動事業京野菜生産加速化支援活動事業京野菜生産加速化支援活動事業

普及指導員等による技術指導等の伴走支援を実施

(２)(２)(２)(２) 黒大豆黒大豆黒大豆黒大豆・・・・小豆生産加速化事業費小豆生産加速化事業費小豆生産加速化事業費小豆生産加速化事業費 １１１１１１１１，，，，８００８００８００８００千円千円千円千円

新技術の普及や作業の機械化・省力化を支援

担当課名

農 産 課 京の米・豆・保険担当

課・担当 電話番号

０７５－４１４－４９５３

京 野 菜 振 興 担 当 ０７５－４１４－４９４４



農林水産－１－３

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

京力農業・農村総合対策事業費

酒米生産加速化事業費酒米生産加速化事業費酒米生産加速化事業費酒米生産加速化事業費

予 算 額 ３５，０００千円 新規・継続の別 新 規

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

酒米の安定供給に必要な施設整備等を支援し、生産拡大を強力に推進

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

(１)(１)(１)(１) 京京京京のののの酒米種子産地確保事業酒米種子産地確保事業酒米種子産地確保事業酒米種子産地確保事業 １５１５１５１５，，，，００００００００００００千円千円千円千円

種子センターの乾燥・調製機能の増強により、安定供給体制を確保

●事業主体：農業者で組織する団体

事業内容 ●補 助 率：１／２以内

目 的 (２)(２)(２)(２) 京京京京のののの酒米産地酒米産地酒米産地酒米産地づくりづくりづくりづくり加速化事業加速化事業加速化事業加速化事業 ２０２０２０２０，，，，００００００００００００千円千円千円千円

対 象 ① 京京京京のののの酒米緊急増産事業酒米緊急増産事業酒米緊急増産事業酒米緊急増産事業

方法等 酒米専用の省力生産機械の導入や施設増強を支援

補 助対象 者 ３戸以上の農業者で組織する団体 等

補助対象経費 省力生産機械の導入や施設増強に要する経費

補 助 要 件
５ｈａ以上の酒米拡大作付（農作業受託含む） 等

補 助 率 ４／１０以内

② 京京京京のののの酒米酒米酒米酒米グレードアップグレードアップグレードアップグレードアップ事業事業事業事業

酒米振興プロジェクト（府、農業団体及び酒造業界で構成）による、

酒米産地と酒造メーカーのマッチングや普及指導員等による伴走支援

担当課名 農 産 課 京の米・豆・保険担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９５３



農林水産－１－４

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

京力農業・農村総合対策事業費

農と環境を守る地域協働活動支援事業費

予 算 額 ３６１，６９０千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

地域ぐるみでの地域資源の基礎的保全活動、質的向上活動や、施設の

長寿命化のための活動を支援することで、農業・農村の持つ多面的機能

の維持・発揮や、地域コミュニティの構築による地域力再生を図る。

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

事業区分 事 業 内 容

農地法面の草刈、水路の泥上げ、農道の砂利補充等の

事業内容 地域資源の基礎的保全活動及び農村の構造変化に対応し

た体制の拡充・強化、保全管理構想の作成等への支援

目 的 農地維持

対 象 支 払 田 3,000円/10a

方法等 支援単価 畑 2,000円/10a

草地 250円/10a

地域資源の質的向上を図る共同活動（水路、農道、た

め池の軽微な補修、農村環境保全活動の幅広い展開等）

への支援

資源向上

支 払 田 2,400円/10a

(共同活動) 支援単価 畑 1,440円/10a

草地 240円/10a

※農地・水保全管理支払の5年以上継続地区は7.5割単価

長寿命化に取り組む地区は7.5割単価

水路や農道などの施設の老朽化部分の補修や更新への

支援

資源向上

支 払 田 4,400円/10a

（長寿命化） 支援単価 畑 2,000円/10a

草地 400円/10a

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－１－５

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

京力農業・農村総合対策事業費

事 業 名

中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 事 業 費

予 算 額 ５２３，４４２千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

耕作放棄地の増加等により国土の保全、水源のかん養等の多面的機

能の低下が懸念される中山間地域等において、農業生産活動の維持を

支援し、多面的機能の確保を図る。

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

(1)対 象 地 域

地域振興８法（特定農山村・山村・過疎・半島等）及び知事特認地域

(2)対象農用地

農振農用地区域内の一団の農用地（１ha以上）であって、以下の基

準を満たすもの

①急傾斜地（田1/20、畑15度以上）

事業内容 ②自然条件により小区画・不整形な田

③緩傾斜地（田1/100、畑8度以上）、又は高齢化率・耕作放棄率の

目 的 高い農用地で市町村長が特に必要と認めるもの

対 象 (3)対象行為

方法等 集落協定等に基づき、５年間以上継続して行われる農業生産活動等

(4)対 象 者

集落協定等に基づき、５年間以上継続して農業生産活動等を行う者

(5)実施期間：平成２２年度～２６年度

(6)交付単価 （単位：円／10a）

急 傾 斜 緩傾斜等

（田1/20～、畑15度～） （田1/100～、畑8度～）

田 ２１，０００ ８，０００

畑 １１，５００ ３，５００

※加算単価 水 田 畑

規 模 拡 大 加 算 １，５００ ５００

土 地 利 用 調 整 加 算 ５００ ５００

小規模・高齢化集落支援加算 ４，５００ １，８００

法人設立加算(特定農業法人) １，０００ ７５０

法人設立加算(農業生産法人) ６００ ５００

集 落 連 携 促 進 加 算 ２，０００ ２，０００

※ただし、農業生産活動等の体制整備として取り組むべき事項を実施しない場

合には、上記単価に０．８を乗じた額とする。

(7)実施主体：市町村

(8)負担区分

国 府 市町村

８法地域 １／２ １／４ １／４

特 認 １／３ １／３ １／３

(9)平成26年度対象見込面積

５，２８０ｈａ

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－１－６

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

京力農業・農村総合対策事業費

中 山 間 地 域 特 産 物 生 産 応 援 事 業 費中 山 間 地 域 特 産 物 生 産 応 援 事 業 費中 山 間 地 域 特 産 物 生 産 応 援 事 業 費中 山 間 地 域 特 産 物 生 産 応 援 事 業 費

予 算 額 ７３，５００千円 新規・継続の別 新 規

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

収入維持・確保による農業生産活動の継続を図るため、実需者からの

要望のある品目や新たな「地産地商」品目などの導入を支援

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

(１)(１)(１)(１) 需要対応型特産物生産支援事業費需要対応型特産物生産支援事業費需要対応型特産物生産支援事業費需要対応型特産物生産支援事業費 （（（（５０５０５０５０，，，，００００００００００００千円千円千円千円））））

需要に応じた地域特産物づくりの取組を、地域アグリネット（仮称）

（農商工連携のプラットフォーム）や普及指導員等の伴走により支援

補 助 対 象 者

地域振興５法（特定農山村・山村・過疎・半島等）の

地域内にある集落

事業内容

補助対象経費

品目導入（産地づくり）に必要な種苗・資材等購入、技

術研修、農業機械導入、販促活動や商品開発に要する経費

目 的

対 象 地域特産物生産計画の策定

方法等 補 助 要 件 生産者と実需者が一体となった取組の実施

集落ぐるみでの支え合いによる農業生産の継続 等

補 助 率 等 １／２以内（補助上限額：1,500千円/３箇年）

(２)(２)(２)(２) 需要対応型特定品目生産奨励事業費需要対応型特定品目生産奨励事業費需要対応型特定品目生産奨励事業費需要対応型特定品目生産奨励事業費 （（（（２３２３２３２３，，，，５００５００５００５００千円千円千円千円））））

特に、酒造業界や畜産農家からの要望の高い酒米や稲ＷＣＳに対応

するため、生産拡大の取組を緊急に支援（平成26年度限り）

① 酒米生産に必要な倒伏軽減、施肥、防除等の掛かりまし経費を支援

補 助 対 象 者 酒米を10ａ以上拡大生産・販売する農家

補 助 要 件 ３年以上の継続栽培（補助は、初年度のみ）

補 助 率 等 8,000円／10a（補助対象面積：増産面積のみ）

② 稲ＷＣＳの作業受託に必要な専用機械(収穫・調製)のリース導入支援

補 助 対 象 者 農業者で組織する団体（※国ﾘｰｽ制度活用の場合に限る）

補 助 要 件 受託面積の20ha（中山間地域10ha）以上の拡大

補 助 率 １／４以内

＜参考＞稲ＷＣＳ(稲発酵粗飼料)：稲の実と茎葉を同時に収穫し発酵させた牛の飼料

担当課名

農 産 課 京の米・豆・保険担当

課・担当 電話番号

０７５－４１４－４９５３

畜 産 課 畜 産 振 興 担 当 ０７５－４１４－４９８３



農林水産－１－７

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

京力農業・農村総合対策事業費

明 日 の ｢ 京 都 村 ｣ づ く り 事 業 費

予 算 額 ４２，０００千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

地域ぐるみで意欲的に農山漁村ビジネスや集落維持・発展活動に取

り組む農山漁村集落を支援することで、地域の活力と生活満足度の維

持・向上を図る。

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

地域住民自らが描く村の将来像の実現に向け、地域資源を活かした

村オリジナルの農山漁村ビジネスや村づくりに対して、計画づくりか

ら実践までを伴走支援する。

(1) ｢(1) ｢(1) ｢(1) ｢京都村京都村京都村京都村｣｣｣｣づくりづくりづくりづくり総合支援事業総合支援事業総合支援事業総合支援事業 ３６，０００千円

事業内容 事業主体： 集落連携体等

目 的 事 業 費： １地区当たり２０，０００千円／３箇年

対 象 補 助 率： １／２

方法等 事業内容： 目指すべき村の将来像の実現に向けて総合的に支援

(支援の例)

○ ６次産業村：直売所を核とした加工品の開発・販売

近隣観光スポットとの連携による誘客等

○ 体験農園村：体験農園を核とする学校との連携による体験教室

の開催や食育等の推進

○ 漁港めし村：低利用水産物を活用した加工品の開発・販売

(2) ｢(2) ｢(2) ｢(2) ｢京都村京都村京都村京都村｣｣｣｣づくりづくりづくりづくり伴走支援事業伴走支援事業伴走支援事業伴走支援事業 ６，０００千円

取組地区の計画づくり・経営指導等を行う「京都村支援員」及び進

捗管理・効果検証等を行う「京都村支援ネット」を設置・運営

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－１－８

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

京力農業・農村総合対策事業費

明日のむら人移住促進事業費

予 算 額 ５０，２５０千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

都市部からの移住希望者受入を促進するため、市町村が行う移住者確保のため

の空き家を活用した定住住宅の整備等を支援

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

事業内容 (1) 移住相談窓口(1) 移住相談窓口(1) 移住相談窓口(1) 移住相談窓口のののの設置設置設置設置・・・・運営運営運営運営（府） ３，５００千円

農山村地域への移住相談対応、農村情報の発信や移住相談会等を実施

目 的

対 象 (2) 農山村地域(2) 農山村地域(2) 農山村地域(2) 農山村地域へのへのへのへの移住促進対策移住促進対策移住促進対策移住促進対策（市町村） ４６，７５０千円

方法等 市町村が行う以下の取組を総合的に支援（府１／２、市町村１／２）

①①①① 移住者受入体制強化対策移住者受入体制強化対策移住者受入体制強化対策移住者受入体制強化対策

移住者受入を進める地域連携組織等による受入体制づくり

・空き家調査、空き家流動化のための合意形成

・移住希望者との面接、受入の調整

・移住アドバイザー（宅建資格者など）の活用 等

②②②② 空空空空きききき家流動化対策家流動化対策家流動化対策家流動化対策

定住住宅の整備等による空き家の流動化対策

・空き家を改修した移住促進住宅の整備

※市町村が空き家の改修に要した経費の１／２を支援

（補助対象事業費：上限 1,800千円／戸）

・空き家を移住者に売却・賃貸するために必要な家財の撤去等

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－１－９

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

京力農業・農村総合対策事業費

共に育む「命の里」新展開事業費

予 算 額 ２０７，６００千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

過疎化・高齢化の進む農山村地域において、里の人づくりや基礎づ

くりに資する事業を総合的に実施し、安全な食料や水、空気の供給な

ど府民生活を支える「命の里」としての維持・再生を図る。

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

事業内容 地域の抱える多様な課題を解決するためにソフト・ハード一体の総

合的施策により地域の再生と持続的発展を支援

目 的

対 象 【【【【再生支援再生支援再生支援再生支援】】】】

方法等 (1)里の人づくり(1)里の人づくり(1)里の人づくり(1)里の人づくり

複数集落の連携や集落とＮＰＯ等多様な主体が連携した組織の育成

及び活動支援、行政（里の仕事人）や民間人材（里の仕掛人）の派遣

等を実施

・里の人づくり事業費 ３７，５００千円

(2)里の基礎づくり(2)里の基礎づくり(2)里の基礎づくり(2)里の基礎づくり

住民協働による生活道路や農業用施設等の整備・保全、地域が自ら

考え実践する地域課題解決の事業の実施等を支援

・里の基盤整備事業費 １５０，０００千円

・里の地域活力再生事業費 １７，０００千円

【【【【自立支援自立支援自立支援自立支援】】】】

企業及び個人からの寄付や支援等による民間資金を活用した農山村

地域の再生活動の持続と行政支援からの自立を促進

・命の里ビジネス推進事業費 ３，１００千円

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－１－９－１

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

共に育む「命の里」新展開事業費

里 の 人 づ く り 事 業 費

予 算 額 ３７，５００千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

過疎化・高齢化集落を含む農山村地域の複数集落による連携組織の設立や地域

の実情に応じた里力再生計画の策定、再生計画に基づく活動を地域と協働しなが

ら支援することで、地域の絆や知恵を出し合い課題解決に取り組む力である「里

力」を再生し、過疎化・高齢化の進む農山村地域の再生を図る。

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

事業内容 (1) 地域連携組織設立活動支援事業(1) 地域連携組織設立活動支援事業(1) 地域連携組織設立活動支援事業(1) 地域連携組織設立活動支援事業

地域連携組織等の運営・活動に要する経費に対し補助

目 的 ・里力再生計画づくりや各種事業の調整、実施など地域連携組織の運営

対 象 ・地域資源の活用に向けた調査・検討

方法等 ・地域連携組織の中心となって調整等を行う里力再生推進員の設置

・地域課題の解決に向けた適地適策事業の実施

○事業主体：地域連携組織

○補助率：府 １／２、市町村等 １／２

(2) 人材支援事業(2) 人材支援事業(2) 人材支援事業(2) 人材支援事業

①「里の仕事人(府職員)」の配置・活動

地域連携組織等の運営や事務処理等を支援する「里の仕事人」の配置・活動

②「里の仕掛人(民間人材)」の配置・活動

地域のマネージメントや外部企業等とのネットワークの形成、生活サポート・

地域おこしや社会的起業を行う「里の仕掛人」の配置・活動

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－１－９－２

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

共に育む「命の里」新展開事業費

里 の 基 盤 整 備 事 業 費

予 算 額 １５０，０００千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

後継者不足や農林地の荒廃など厳しい状況にある農山村地域におい

て、生活環境基盤や農業生産基盤、営農基盤を維持保全するために複

数集落が連携・協力して取り組む活動等を支援することで、農山村地

域の再生を図る。

２２２２ 事業内容事業内容事業内容事業内容

区分 事 業 内 容 予算額

事業内容 生活環境 未整備や劣化、狭小や見通し不良など、日常的な利 千円

基盤 用に支障を来している生活道路や生活用排水路の補修 85,000

目 的 など、生活環境基盤の整備に要する経費を補助

対 象 【実施主体】市町村、地域連携組織等

方法等 【補 助 率】２／３以内

【 対 象 】集落内の生活道路や生活用排水路等の

補修、転落防止柵や街灯の設置など

農業生産 劣化等により機能が低下している農道や農業用水路 千円

基盤 の補修など、農業生産基盤の総合的一体的な整備に要 45,000

する経費を補助

【実施主体】市町村、土地改良区等

【補 助 率】２／３以内

【 対 象 】農道、農業用水路の補修、法面補修、

暗渠排水、客土、鳥獣害防止柵設置、ため池応急補

修、転落防止柵設置など

営農基盤 複数の集落単位で地域農業を互いに支え合う広域的 千円

な営農体制を構築するために必要な施設・機械の整備 20,000

に要する経費を補助

【実施主体】集落営農組織等

【補 助 率】１／２以内

【 対 象 】農業用機械・施設、農産物販売・加工

用機械・施設、新規参入者住宅の改修など

担当課名

農村振興課 地域活性化,計画基盤担当

課・担当 電話番号

075-414-4906,5048

担い手支援課 農業ビジネス担当 075-414-4908



農林水産－１－９－３

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

共に育む「命の里」新展開事業費

里 の 地 域 活 力 再 生 事 業 費

予 算 額 １７，０００千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

複数集落が連携して再生活動に取り組む「地域連携組織」が自らが考え実践

する地域課題解決の取組を支援し、過疎化・高齢化の進む農山村地域が抱える

多様な課題の解決を図る。

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

(1) 地域が自ら考え実践する地域課題解決の取組支援(1) 地域が自ら考え実践する地域課題解決の取組支援(1) 地域が自ら考え実践する地域課題解決の取組支援(1) 地域が自ら考え実践する地域課題解決の取組支援

地域が自ら運営する生活交通事業や地域ぐるみの高齢者見守り、巡回健康相

談の実施など、地域が自ら考え実践する地域課題を解決するための事業の実施

事業内容 に要する経費を支援

○ 事業主体 地域連携組織等

目 的 ○ 補 助 率 ２／３以内

対 象 ○ 事業内容（想定事業）

方法等 廃校を活用し、活性化に資する施設の設置

生活交通（地域自主運行デマンド交通システムの導入等） 等

(2) 外部支援者パワーアップ活動(2) 外部支援者パワーアップ活動(2) 外部支援者パワーアップ活動(2) 外部支援者パワーアップ活動

都市地域の大学生等が多様な地域再生につながるプロジェクトを提案し、地

域と協働して実践する活動を支援

○ 事業主体 外部支援者（都市地域の大学生等）と地域が組織する団体

○ 補 助 率 ２／３以内

(3) 若手・女性グループチャレンジ支援(3) 若手・女性グループチャレンジ支援(3) 若手・女性グループチャレンジ支援(3) 若手・女性グループチャレンジ支援

自由な発想による集落の持続可能な取組へのきっかけづくりのため、地域連

携組織の若手・女性グループが実践する取組を支援

○ 事業主体 地域連携組織の若手・女性グループ

○ 補 助 率 定額補助（1組織20万円以内）

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－１－９－４

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

共に育む「命の里」新展開事業費

命 の 里 ビ ジ ネ ス 推 進 事 業 費

予 算 額 ３，１００千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

地域が取り組む新たな地域づくり（ビジネス）の実現を地域に寄り

添い支援するとともに、企業及び個人からの寄付や支援活動により、

農山村の地域再生活動の持続と行政支援からの自立を促進

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

地域が取り組む新たな地域づくり（ビジネス）をビジネスコーディ

事業内容 ネーターが支援

事業主体：京都府

目 的 支援活動の例

対 象 ○ 農山村からの相談に基づく、都市部との調整業務

方法等 ○ 協力者となる企業、団体の開拓及び支援のコーディネート

○ 地域情報の発信やイベントの集客

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 075-414-4906



農林水産－２

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 農 業 経 営 支 援 事 業 費農 業 経 営 支 援 事 業 費農 業 経 営 支 援 事 業 費農 業 経 営 支 援 事 業 費

予 算 額 ５７，１３４千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

地域農業を担う安定的・継続的な農業経営体を育成するため、認定

農業者等の確保から農業経営の法人化や農商工連携・６次産業化によ

る農業ビジネスの取組までを発展段階に応じて総合的に支援する。

２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

（（（（１１１１））））農業経営力強化総合対策事業農業経営力強化総合対策事業農業経営力強化総合対策事業農業経営力強化総合対策事業

①①①① 農業農業農業農業ビジネスビジネスビジネスビジネス力強化推進事業力強化推進事業力強化推進事業力強化推進事業

農業経営の法人化や農業法人の経営力強化等を支援するため、法

人設立に当たっての課題等を解決する法人化請負人の派遣や法人税

事業内容 制や会計等の法人化研修会等を開催

②②②② 先導的集落法人育成事業先導的集落法人育成事業先導的集落法人育成事業先導的集落法人育成事業

目 的 地域においてビジネス感覚に優れた農業者を核とした集落型農業

対 象 経営体を集中的に育成

方法等 ③③③③ 認定農業者等確保認定農業者等確保認定農業者等確保認定農業者等確保・・・・育成事業育成事業育成事業育成事業

認定農業者を目指す農業者や、集落営農組織の経営力強化を図り

経営感覚に優れた経営体を確保・育成するために行う市町村の活動

を支援

（（（（２２２２））））農業農業農業農業ビジネスビジネスビジネスビジネス支援事業支援事業支援事業支援事業

農業ビジネスの取組を推進するため、(公社)京都府農業総合支援

センターが実施する専門家派遣や「地域アグリネット（仮称）」など

を通じたビジネスマッチング、加工食品の試作品づくりに必要な助

言等、発展段階に応じた支援を実施

担 当 課 名 担い手支援課 農 業 ビ ジ ネ ス 担 当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９０８



農林水産－３

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 健 康 京 野 菜 研 究 開 発 事 業 費健 康 京 野 菜 研 究 開 発 事 業 費健 康 京 野 菜 研 究 開 発 事 業 費健 康 京 野 菜 研 究 開 発 事 業 費

予 算 額 ６，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨

京野菜の「発がん予防効果」等を医学的に検証するとともに、「健

康京野菜」食品の商品化・販売を促進し、新たな京野菜需要を創出

事業内容

２ 事 業 概 要２ 事 業 概 要２ 事 業 概 要２ 事 業 概 要

目 的 （１）京野菜の「発がん予防効果」等を医学的に検証（１）京野菜の「発がん予防効果」等を医学的に検証（１）京野菜の「発がん予防効果」等を医学的に検証（１）京野菜の「発がん予防効果」等を医学的に検証

対 象 ５，０００千円

方法等 医学系研究機関と連携し、京野菜の「発がん予防効果」等について、

医学的に検証し、京野菜の価値をさらに向上

（２（２（２（２））））「健康京野菜」食品の開発・商品化・販売の促進「健康京野菜」食品の開発・商品化・販売の促進「健康京野菜」食品の開発・商品化・販売の促進「健康京野菜」食品の開発・商品化・販売の促進

１，０００千円

府、食品企業、大学、消費者等で構成する京野菜機能性活用推進連

絡会による「健康京野菜」食品の開発普及を実施

①様々な食品加工に応用できる一次加工素材を試作し、「健康京野

菜」食品の開発を加速

②京野菜の健康増進効果やアンチエイジング効果を全国に発信

担当課名 研究普及ブランド課 研究普及担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９６８



農林水産－４

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 ブ ラ ン ドブ ラ ン ドブ ラ ン ドブ ラ ン ド 京 野 菜 需 要 開 拓 事 業 費京 野 菜 需 要 開 拓 事 業 費京 野 菜 需 要 開 拓 事 業 費京 野 菜 需 要 開 拓 事 業 費

予 算 額 ４８，５８０千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨

企業との協働による安定した需要先の確保や京野菜ランドの展開

により、ブランド京野菜を中心に、京都府産野菜全体の需要を拡大

事業内容 ２ 事 業 概 要２ 事 業 概 要２ 事 業 概 要２ 事 業 概 要

（１）安定した需要先確保・トップブランド品目の育成（１）安定した需要先確保・トップブランド品目の育成（１）安定した需要先確保・トップブランド品目の育成（１）安定した需要先確保・トップブランド品目の育成

目 的 ７，６００千円

対 象 ・大手食品企業との協働による商品開発等業務需要の拡大

方法等 ・消費者にアピールできる一流シェフによるレシピの開発や、健康

京野菜の販売促進によるトップブランド品目（万願寺とうがらし、

紫ずきん等）の育成

（２）京野菜ファン・消費拡大を図る京野菜ランドの展開（２）京野菜ファン・消費拡大を図る京野菜ランドの展開（２）京野菜ファン・消費拡大を図る京野菜ランドの展開（２）京野菜ファン・消費拡大を図る京野菜ランドの展開

４０，９８０千円

① 京野菜の「学び」の展開

「京の食文化ミュージアム・あじわい館」を拠点とした府内産

農林水産物の魅力発信

② 京野菜の「食」の展開

・「旬の京野菜提供店」の認定拡大

・直売所等の食農体験支援

③ 京野菜ファン・消費の拡大

・京野菜の魅力を体感できるツアーの実施

・量販店における京都府産野菜コーナーの設置

・農林水産フェスティバル、九条ねぎフェスティバル、東京・京

野菜フェアの開催

担当課名

食の安心・安全推進課 食育・地産地消担当

課・担当 電話番号

０７５－４１４－５６５６

研究普及ブランド課 ブランド推進担当 ０７５－４１４－４９４１



農林水産－５

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農林水産部

事 業 名 中 核 新 規 就 農 者 倍 増 事 業 費中 核 新 規 就 農 者 倍 増 事 業 費中 核 新 規 就 農 者 倍 増 事 業 費中 核 新 規 就 農 者 倍 増 事 業 費

予 算 額 ４０９，５７１千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

農業の新たな担い手の確保を図るため、就農・就業希望者の相談から技

術習得、地域定着までをワンストップで支援し、円滑な新規就農・就業を

促進する。

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

（（（（１１１１））））農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業ジョブカフェジョブカフェジョブカフェジョブカフェ事業事業事業事業

農林水産業への新規就業等相談の総合窓口「農林水産業ジョブカフェ」

の設置・運営及び新規就農希望者に対する農業体験研修や就農・就業相談

事業内容 会等の実施

目 的 （（（（２２２２））））担担担担いいいい手手手手づくりサポートセンターづくりサポートセンターづくりサポートセンターづくりサポートセンター事業事業事業事業

対 象 農業法人等の「就農サポーター」による雇用研修や農業基礎講座を実施

方法等

（（（（３３３３））））担担担担いいいい手養成実践農場事業手養成実践農場事業手養成実践農場事業手養成実践農場事業

地域における「技術習得」から「就農」までを一貫して支援

（支援内容）

・地域とのマッチング及び農地の確保

・技術指導者の設置、農地の借上、農地の簡易整備、住宅改修、

研修用農機・施設の借上等経費の支援

・農村生活についての助言等を行う担い手づくり後見人の設置

（（（（４４４４））））新規就農者確保事業新規就農者確保事業新規就農者確保事業新規就農者確保事業

青年が行う就農前の研修期間（2年以内）及び経営が不安定な就農直後

（5年以内）の所得を確保する給付金（150万円／年）を交付

①就農準備給付金：先進農家等で研修を受ける45歳未満の青年

②経営開始給付金：市町村の「京力農場プラン」に位置付けられた

（又は位置付けられると見込まれる）45歳未満の

独立・自営就農者

（（（（５５５５））））農業後継者定着促進事業農業後継者定着促進事業農業後継者定着促進事業農業後継者定着促進事業

就農研修（準備）資金の貸付け及び就農研修資金の償還に対する助成

担当課名 担い手支援課 新規就業・金融担当 課・担当 電話番号 075-414-4902



農林水産－６

平成平成平成平成２６２６２６２６年度当初予算案主要事項説明年度当初予算案主要事項説明年度当初予算案主要事項説明年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部農 林 水 産 部農 林 水 産 部農 林 水 産 部

事 業 名 農業経営実践型学舎づくり事業費

予 算 額 ８０，４２６千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

丹後国営開発農地のスケールメリットを活かした大規模野菜作を

実践できる担い手の育成・確保及びブランド京野菜の一大産地の形

成を推進

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

(1) 丹後農業実践型学舎(1) 丹後農業実践型学舎(1) 丹後農業実践型学舎(1) 丹後農業実践型学舎

「丹後農業実践型学舎」において、担い手養成実践農場の仕組み

を活用し、大規模営農技術や加工・流通・販売の総合的な実践研修

事業内容 を実施

目 的 ○整備内容：研修用農地の借上・土壌改良、農業機械の整備 等

対 象

方法等 ※丹後農業実践型学舎の概要

対 象 者：概ね40歳未満の若手農業者（10人／年）

（農業法人就業者等で、大規模農業経営を目指す農業者）

研修品目：九条ねぎ，短形ごぼう(ごぼ丹)，聖護院だいこん 等

(2) 京都府若手農業経営者(2) 京都府若手農業経営者(2) 京都府若手農業経営者(2) 京都府若手農業経営者アカデミーアカデミーアカデミーアカデミー

全国トップクラスの農業経営者等を講師陣に迎え、農業経営力を身

に付けることができる｢京都府若手農業経営者アカデミー」を農業大学

校で実施

担当課名 担い手支援課 新規就業・金融担当

課・担当

075-414-4902

電話番号



農林水産－７

平成２６年度当初予算案主要事項説明

健 康 福 祉 部

農 林 水 産 部

事 業 名 きょうときょうときょうときょうと「「「「食食食食のののの安心安心安心安心・・・・安全安全安全安全」」」」確保事業費確保事業費確保事業費確保事業費

予 算 額 ８０，７４０千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨

多発する食品偽装や残留農薬等、府民の食への不安が高まる中、関

係部局が連携し、食品表示の適正化、食品衛生監視指導等を強化する

ことにより、府民の食への信頼の回復を図る。

２ 事業内容２ 事業内容２ 事業内容２ 事業内容

○ 食品表示パトロール（1,848千円）

事業内容 産地偽装など食品表示に関する事件が多発する中、関係職員（農林

水産・健康福祉・府民生活）が合同巡回調査を実施することにより、

目 的 違反事実に効率的かつ迅速に対応し、食の安心・安全を確保する。

対 象

方法等 ○ 食品衛生監視指導（64,829千円）

食品衛生推進員「京の食“安全見はり番”」等による自主衛生管理の

推進、食品衛生監視機動班による事業者への監視・指導の実施や食品

等の放射性物質、残留農薬、添加物等の検査体制を充実し、食の安心・

安全を確保する。（検査機器の更新等 49,900千円）

○ 食品検査（4,472千円）

府内に流通している食品等の検査を行い、その結果を定期的に公表

することにより食の安心・安全を確保する。

○ 遺伝子組換え食品検査（4,885千円）

ＤＮＡ検査機器により遺伝子組換え食品の分析を実施し、表示内容

の検査を行うことにより、食の安心・安全を確保する。

○ 拠点保健所業務管理基準(ＧＬＰ)導入（4,706千円）

ＧＬＰ(業務管理基準)の導入により、精度管理体制の構築、検証体

制の整備を図り、検査の信頼性を確保する。

生活衛生課 食品衛生担当 課・担当 075-414-4773

担当課名

食の安心・安全推進課 食の安全担当 電話番号 075-414-5654



農林水産－８

平成２６年度当初予算案主要事項説明

商工労働観光部・農林水産部

事 業 名 丹後・食の王国構想セカンドステージ推進事業費

予 算 額 １３，８００千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

丹後地域の持つ良質で豊かな地域資源である「食」をテーマに、丹後

あじわいの郷を核として､丹後地域一帯に「食」関連の産業が連たん立

地する一大回廊を構築することを目指す「丹後・食の王国構想」の実現

を図る

２ 事業内容

(１) 食関連ビジネスの創出と拡大

①丹後・がんばる事業者連携プロジェクト事業

・丹後の生産者、食品加工業者による「丹後ビジネス連携推進会議」

を中心に丹後の食材の販路拡大やＰＲ等を実施

事 業 内 容

②共同連携集出荷トライアル事業

目 的 ・丹後の食材の流通ルートを構築するトライアル事業の安定的な運

対 象 営を支援

方 法 等

③丹後の食材売り込み促進プロジェクト事業

・首都圏での商談会へ丹後・食の王国ブースの出展

・都市部での丹後食材の販売フェアを開催

・旅行業者との連携による丹後食材を活用した観光誘客の促進

(２) 丹後「食」の１０次産業化の展開

丹後１０次産業化展開事業【新規】

・産学公連携を円滑に進めるための地域窓口となる「丹後１０次産

業化普及員」の配置

・今後の丹後の「食」を支える人材（高校生等）を対象とした「学

生レストラン」の実施

担当課名

産業労働総務課 企画・地域戦略担当

課･担当電話番号

075-414-4819

農村振興課 地域活性化担当 075-414-4906



農林水産－９

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京都モデルファーム推進事業費京都モデルファーム推進事業費京都モデルファーム推進事業費京都モデルファーム推進事業費

予 算 額 ６，３００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨

高齢化等により集落内での活用が困難な耕作放棄地と農業の多面的機能

に着目した社会貢献活動等を指向する企業やＮＰＯ法人をマッチングする

ことにより、企業やＮＰＯ法人等の多様な主体が地域と協働して取り組む

農地の保全活動を支援し、農地の有効活用を図る。

事業内容

２ 事業概要２ 事業概要２ 事業概要２ 事業概要

目 的

対 象 (1) 農業会議実施事業(1) 農業会議実施事業(1) 農業会議実施事業(1) 農業会議実施事業

方法等 京都府農業会議に「モデルファーム推進員」を設置し、企業・

ＮＰＯ法人等からの農地相談対応や受入集落の掘り起こし、集落

内合意形成などを支援

(2) 市町村農業委員会実施事業(2) 市町村農業委員会実施事業(2) 市町村農業委員会実施事業(2) 市町村農業委員会実施事業

市町村農業委員会に相談員を設置し、受入集落からの相談対応

や集落と企業・ＮＰＯ法人等とのマッチングなどを支援

担当課名 担い手支援課 農地担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９１０



農林水産－１０

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 農業者経営復興特別支援事業費

予 算 額 ３０，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨

就農後１０年程度の農業者で、平成１６年台風２３号に続き、平成

２５年台風１８号により被災した者に対し、営農の継続を支援するた

め、必要な資金を貸し付ける。

２ 事業概要２ 事業概要２ 事業概要２ 事業概要

事業内容 平成１６年台風２３号に続き、平成２５年台風１８号

により被災した農業者のうち、以下の要件を満たし、平

目 的

対 象 者

成２５年度に貸付承認を受けた者

対 象 ①「経営復興計画」に基づき、復興を目指す者

方法等 （他品目への転換や府内他地域での再建を含む）

②被災状況について農業改良普及センターが確認し、

適当と認める者

資金使途 経営復興に必要となる経費

貸 付

限 度 額

２４０万円（１２０万円／年）

償還期間 １０年以内

（うち据置期間） （５年以内）

無 利 子貸付利率

貸付主体 （公社）京都府農業総合支援センター

備 考

貸付後、５年以上の営農継続をした場合、償還助成

（２／３）を実施し、農業者の負担を軽減

担当課名 担い手支援課 新規就業・金融担当 課・担当 電話番号 075-414-4902



農林水産－１１

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 春春春春 のののの 農 林 水 産 業 祭 開 催 事 業 費農 林 水 産 業 祭 開 催 事 業 費農 林 水 産 業 祭 開 催 事 業 費農 林 水 産 業 祭 開 催 事 業 費

予 算 額 ８，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨

他府県産と比べて高値で取引される府内産農林水産物の販売促進

を府内各地で展開

事業内容 ２ 事 業 概 要２ 事 業 概 要２ 事 業 概 要２ 事 業 概 要

（１（１（１（１））））「京の地元産を買おう」キャンペーンの展開「京の地元産を買おう」キャンペーンの展開「京の地元産を買おう」キャンペーンの展開「京の地元産を買おう」キャンペーンの展開

目 的 府内各地で開催される農林水産物の物販を伴う祭や直売所を

対 象 共通チラシ等により、広く府民に広報

方法等

（２（２（２（２））））「春の農林水産業祭」の開催「春の農林水産業祭」の開催「春の農林水産業祭」の開催「春の農林水産業祭」の開催

① 丹後あじわいの郷（北部会場）及び京都府南部総合地方卸売

売市場（南部会場）で「春の農林水産業祭」を開催

② 「農林水産業」元気づくり事業費

地域イベントへの生産者による出店等、府内

支 援 内 容 産農林水産物の売上げ向上につながる取組を

支援

補 助 率 等 １／２ （上限：３００千円）

対 象 期 間 平成２６年４月～６月

担当課名 研究普及ブランド課 ブランド推進担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９４１



農林水産－１２

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

宇治茶世界文化遺産登録推進戦略事業費

予 算 額 ３３，５００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨１ 趣 旨

宇治茶の世界文化遺産登録に向けて、宇治茶生産の景観形成及び

府民運動の拡大を推進

２ 事業内容２ 事業内容２ 事業内容２ 事業内容

事業内容

(1) 宇治茶生産の景観形成(1) 宇治茶生産の景観形成(1) 宇治茶生産の景観形成(1) 宇治茶生産の景観形成

目 的 ① 推薦書原案の策定 ５，０００千円５，０００千円５，０００千円５，０００千円

対 象 保存管理計画原案及び資産の特質など推薦書に必要な事項につ

方法等 いて検討し、推薦書原案を策定

② 宇治茶生産の景観整備 ２４，０００千円２４，０００千円２４，０００千円２４，０００千円

宇治茶生産の景観維持等のため、景観に配慮した茶園の農道整

備等を支援

(2) 府民運動の拡大 ３，５００千円(2) 府民運動の拡大 ３，５００千円(2) 府民運動の拡大 ３，５００千円(2) 府民運動の拡大 ３，５００千円

世界文化遺産登録を応援する府民運動の輪を広げるために、府民

の気運醸成、府民協働及び情報発信の取組を推進

＜取組内容＞

・宇治茶府民カレッジ（仮称）の開設

・イコモス関係者の国内招聘 等

(3) 宇治茶の魅力の世界発信 １，０００千円(3) 宇治茶の魅力の世界発信 １，０００千円(3) 宇治茶の魅力の世界発信 １，０００千円(3) 宇治茶の魅力の世界発信 １，０００千円

「宇治茶伝道師」による宇治茶の魅力発信や普及活動ができる人

材の確保

担当課名

農 政 課 企画政策担当

課・担当 電話番号

075-414-4898

農 産 課 宇治茶・特産振興担当 075-414-4944



農林水産－１３

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 家畜防疫対策推進事業費

予 算 額 ３，０００千円 新規・継続の別 新 規

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

産学公が連携し開発した大型家畜の密閉輸送が可能となる防疫資材

の配備

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

事業内容 大型の殺処分家畜等の輸送資材として、病原体の散逸防止及び備

蓄可能な大型輸送容器を家畜伝染病発生時に備えて家畜保健衛生所

目 的 に備蓄

対 象

方法等

担当課名 畜産課 家畜衛生担当 課・担当電話番号 075-414-4985



農林水産－１４

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 担担担担 いいいい 手 農 地 活 用 加 速 化 事 業 費手 農 地 活 用 加 速 化 事 業 費手 農 地 活 用 加 速 化 事 業 費手 農 地 活 用 加 速 化 事 業 費

予 算 額 １３１，７１２千円 新規・継続の別 新 規

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

農業経営の規模の拡大、農用地の集団化、新規農業参入の促進等に

より、担い手のニーズに対応した農地集積の加速化を推進

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

事業内容 (1) 農地中間管理機構事業(1) 農地中間管理機構事業(1) 農地中間管理機構事業(1) 農地中間管理機構事業

農地の中間受け皿となる京都府農地中間管理機構を設置し、借受

目 的 農地の保全管理や現地調査、担い手へのマッチング等を実施

対 象

方法等 (2) 機構集積協力金交付事業(2) 機構集積協力金交付事業(2) 機構集積協力金交付事業(2) 機構集積協力金交付事業

京力農場プランに基づき、農地中間管理機構にまとまって農地の

貸付けを行った地域及び同機構に対する貸付けに伴って離農又は経

営転換する者等に対して協力金を交付

(3) 機構特例事業(3) 機構特例事業(3) 機構特例事業(3) 機構特例事業

農地の買入に必要な資金の借入に係る利子助成

担当課名 担い手支援課 新規就業・金融担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９０２



農林水産－１５

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 森林・林業経営イノベーション事業費

予 算 額 ３１９，６２５千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

森林整備の広域化・機械化や流通の合理化、加工体制の強化など

により、府内産木材の利用の推進を図る。

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

森林森林森林森林・・・・林業林業林業林業のののの経営革新経営革新経営革新経営革新

○林業経営高度化事業費 ７，５００千円

事業内容 利用間伐に取り組めない森林組合と民間林業事業体との広域的な森

林施業の協業化を促進するため、林業経営高度化センターの取組を支

目 的 援し、林業事業体の経営規模の拡大と雇用の増大を実現

対 象

方法等 ○森づくり加速化事業費 ２０，５２５千円

従来の切捨間伐から利用間伐に転換するため、路網整備や高性能林

業機械の導入等による低コスト化の推進を支援し、生産量の拡大を実

現

府内産木材府内産木材府内産木材府内産木材のののの流通革新流通革新流通革新流通革新

○府内産木材安定供給システム整備事業費 １５，２００千円

原木ストックヤード等の整備を支援することにより、原木の集出荷

体制を一元化し、流通コスト（仕分け・輸送）の低減と安定した供給

体制の構築による有利販売を実現

○木材加工ネットワーク化事業費 ２７６，４００千円

・製材所の得意分野を活かした分業体制の確立

・地域の加工拠点での乾燥施設等の整備による木材の品質向上

・間伐材の需要増加に対応した加工体制強化

担当課名 林務課 企画・経営担当 課・担当電話番号 075-414-5016

林業振興担当 075-414-5006

林産振興担当 075-414-5009



農林水産－１６

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京都モデルフォレスト推進事業費

予 算 額 ６，５００千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

森林所有者、ボランティア団体、ＮＰＯ、企業、大学、行政等が

連携した府民参画、府民協働による多様な森林づくりを推進すると

ともに、府民みんなで京都の森を守り育む「京都モデルフォレスト」

運動の推進を図る。

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

事業内容 (1)府民参加型モデルフォレスト推進事業

府民参加の森林づくり活動を推進するとともに、京都モデルフォ

目 的 レスト協会が行う取組を支援する。

対 象

方法等 (2)森づくり交流促進事業

モデルフォレスト活動に関心のあるＮＰＯや企業等と地域との

マッチングや森林づくり活動団体等の交流を促進する。

３３３３ 事業主体事業主体事業主体事業主体 京都府、市町村等

担当課名 モデルフォレスト推進課 推進担当 課・担当電話番号 075-414-5006



農林水産－１７

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 野生鳥獣被害総合対策事業費

予 算 額 ４４８，２５７千円 新規・継続の別 一部新規

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

野生鳥獣被害に強い地域づくりを進めるため、有害鳥獣捕獲や捕獲

の担い手育成、地域ぐるみの防除対策等を実施

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

事業内容 (1) 有害鳥獣(1) 有害鳥獣(1) 有害鳥獣(1) 有害鳥獣にににに対対対対するするするする捕獲圧強化捕獲圧強化捕獲圧強化捕獲圧強化

新規担い手確保のための勧誘活動や捕獲班員の短期育成研修、有

目 的 害捕獲や隣接府県との広域捕獲、個体処分等の推進

対 象

方法等 (2) 地域防除力強化(2) 地域防除力強化(2) 地域防除力強化(2) 地域防除力強化

防護柵の設置、ニホンザル適正管理、クマ剥ぎ被害防止、バッ

ファゾーンの整備など、防除対策の推進

・鳥獣被害防止総合対策事業

簡易防護柵から恒久型防護柵への転換を支援

・ニホンザル個体数調整推進事業（新規）

広範囲に移動し、個体数調整が必要な群れに対する発信機装

着を支援

担当課名 森林保全課 野生鳥獣担当 課・担当電話番号 075-414-5023



農林水産－１８

平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 森林の恵みを届ける京の森整備事業費

予 算 額 ２，２２３，８１９千円 新規・継続の別 一部新規

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

森林の有する国土保全・水源かん養・ＣＯ２吸収機能や里山を保全

する機能等を高度に発揮するため､間伐等森林整備を推進し､併せて森

の恵みである木材の利用拡大を支援する。

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

間伐等森林整備や里山整備を実施し、府民参加による森づくりを推

事業内容 進するとともに、間伐材等府内産木材の利用促進に向けた取組を実施

する。

目 的

対 象

方法等

林務課 企画・経営担当 075-414-5016

林業振興担当 075-414-5006

担当課名 林産振興担当 課・担当電話番号 075-414-5009

モデルフォレスト推進課 推進担当 075-414-5006

森林保全課 森林土木担当 075-414-5028

（単位：千円）

予 算 額 事　　業　　の　　概　　要

森林整備の広域化・機械化や流通の合理化、加工体

制の強化などにより、府内産木材の利用を推進

〈森の恵みの活用〉

森林・林業経営イノベーショ

ン事業費（森づくり加速化事

業費除く）

299,100

豊かな緑を守る条例に基づく府民参加による森づくり

の推進

公共・民間施設での積極的な木材利用を進めるととも

に、汎用性のある府内産木材用品の開発等を行い、

府内産木材の利用拡大を推進

事　　　　　　項

873,290

利用間伐や奥地等の条件不利な森林の整備を加速

的に推進

〈環境の保全〉

森林整備加速化事業費

豊かな里山再生事業費 70,194 森林病害虫の被害を防止し、里山の再生等を推進

合　計 2,223,819

京都モデルフォレスト推進事

業費

6,500

府内産木材利用拡大戦略事

業費【新規】

974,735

〈モデルフォレスト運動の推進〉



農林水産－１９

平成２６年度当初予算案主要事項説明

文 化 環 境 部

農 林 水 産 部

建 設 交 通 部

事 業 名

森林の恵みを届ける京の森整備事業費

府内産木材利用拡大戦略事業費

予 算 額 ９７４，７３５千円 新規・継続の別 新 規

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

公共・民間施設での積極的な木材利用を進めるとともに、汎用性のあ

る府内産木材用品の開発等を行い、府内産木材の利用拡大の推進を図る。

２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

（１）府立施設での利用推進 ５８３，４５０千円

府内産木材施設の建設や、府立施設における府内産木材の備品整

備により、木に囲まれ、身近に木材の機能・効能を享受できる公共

事業内容 スペースを創出

①府内産木材施設の建設 京都トレーニングセンター（仮称）、舞

目 的 鶴港旅客対応施設の建設

対 象 ②府民利用施設や教育施設における内装や木製ベンチ等の集中整備

方法等

（２）民間施設での利用推進 ４０，０００千円

ウッドマイレージCO２認証木材を一定量以上使用した住宅、店舗、

事務所等の建築（新築、増改築及び内装工事）に対し、その木材使

用量に応じて緑の交付金を交付

◆ 補助の条件 ウッドマイレージCO２認証木材を新築で5ｍ

3

以上、

増改築で１ｍ

3

以上使用（内装は10ｍ

2

以上使用）

◆ 交付金の額 認証木材(構造材)１ｍ

3

当たり10千円

認証木材(内装材)１ｍ

2

当たり 2千円

◆ 交付限度額 １戸当たりの交付金の限度額 400千円

（３）新製品の開発 ２，０００千円

オフィス用品メーカー等と連携した、府内産木材を利用した新製

品の開発を支援

（４）公共建築物や公共事業での利用推進 ３４９，２８５千円

公共建築物や府の公共事業での利用により木材の良さをＰＲする

とともに、利用拡大を推進

スポーツ振興室 施 設 担 当 075-414-4284

担当課名 林 務 課 林産振興担当 課・担当電話番号 075-414-5009

港 湾 課 建 設 担 当 075-414-5303



平成２６年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

建 設 交 通 部

事 業 名

緑緑緑緑のののの公共事業費公共事業費公共事業費公共事業費

予 算 額 ２，５６１，８９２千円 新規・継続の別 一部新規

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

地球温暖化の防止や水土保全、水源かん養等に不可欠な京都の

森林について、「豊かな緑を守る条例」の制度を活用しながら、

多様な主体の参加と連携で森林を守り育てる様々な取組を促進す

ることにより、緑豊かな環境を守り、併せて新たな雇用を創出す

事業内容 る。

目 的 ２２２２ 事業概要事業概要事業概要事業概要

対 象

方 法 等

▲

京都モデルフォレストの推進 ６６６６，，，，５００５００５００５００千円千円千円千円

京都の森林を府民ぐるみで守り育てるモデルフォレスト運動を推進

▲

公益性の高い森林の整備 １１１１，，，，０１９０１９０１９０１９，，，，６０６６０６６０６６０６千円千円千円千円

放置森林、風倒木被害森林や水源地域の森林等の整備推進

▲

木質資源の積極的な利活用 ９９９９９９９９９９９９，，，，０３５０３５０３５０３５千円千円千円千円

公共事業等への間伐材利用の促進、ウッドマイレージCO2認証制度

による府内産木材の利用促進

▲

森林生態系の保全 ５３６５３６５３６５３６，，，，７５１７５１７５１７５１千円千円千円千円

野生鳥獣対策、森林病害虫対策の推進

担当課名 林務課 企画・経営担当 課・担当 電話番号 075-414-5016

農林水産－２０



緑緑緑緑のののの公共事業費一覧公共事業費一覧公共事業費一覧公共事業費一覧

農林水産－２０－１

（単位：千円）

区分 事業内容 予算額 担当部局

1

京都ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄの

推進

京都モデルフォレスト推進事業費 6,500 農林水産部

2 いのちと環境の森づくり事業費 2,041

3 災害に強い森づくり事業費 66,000

4 安心・安全の森整備事業費（公共治山） 62,525

5 風倒木被害森林緊急再生事業費（公共造林） 15,750

6 森林整備加速化事業費 873,290

7 生活・交通基盤整備事業費 24,300 建設交通部

8 府内産木材利用拡大戦略事業費【新規】 974,735 農林水産部

9 野生鳥獣保護事業費 18,300

10 野生鳥獣被害総合対策事業費 448,257

11 豊かな里山再生事業費 70,194

2,561,892

木質資源の積極的

な利活用

森林生態系の保全

公益性の高い森林

の整備

合　　　計

農林水産部

農林水産部



農林水産－２１

平成２６年度当初予算案主要事項説明

文 化 環 境 部

農 林 水 産 部

事 業 名 農林水産業基盤整備事業費

予 算 額 ６，１７８，８０５千円 新規・継続の別 継 続

１１１１ 趣 旨趣 旨趣 旨趣 旨

ブランド京野菜やブランド水産物などの生産振興により、京都の農

林水産業を未来につなげるため、生産基盤を整備するとともに、農山

漁村地域の整備を実施する。

２２２２ 事業内容事業内容事業内容事業内容

事業内容 ■■■■生産基盤生産基盤生産基盤生産基盤のののの整備整備整備整備

目 的 ・京のブランド水産物の生産拠点整備（間人漁港 等）

対 象

方法等 ・効率的な間伐に必要な路網の整備

・農産物の安定生産のための取水・生産施設整備（丹後国営地区 等）

■■■■農山漁村地域農山漁村地域農山漁村地域農山漁村地域のののの整備整備整備整備

・農業集落地域における排水施設の整備（農業集落排水）

・学校などの周辺環境と調和した排水路の整備（巨椋池３期地区）

・保育所等における木造公共建築物、木質バイオマス利用施設の整備

・土砂・立木等の流出を防止する治山ダムの整備

担当課名

水環境対策課 計 画 担 当

課・担当

075-414-5209

農 村 振 興 課 計画基盤担当

電話番号

075-414-5048

水 産 課 基盤整備担当 075-414-4994

林 務 課 林業振興担当 075-414-5006

森 林 保 全 課 森林土木担当 075-414-5028


